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平成29年12月20日

テンサイシストセンチュウ対策検討会議の概要

（平成29年12月20日 開催）

Ⅰ 報告事項

農林水産省から、テンサイシストセンチュウ（Ｈｓ）の確認を受けて実

施された、発生状況調査及びまん延防止対策について以下のとおり報告が

なされた。専門家から、調査及びまん延防止対策の確認等がなされた結果、

これまでに実施した対策は妥当とされた。

１ 発生状況調査の結果について

（１）発生範囲の特定調査

長野県と連携してＨｓの発生が確認されたほ場の近隣地域の合計

1,661ほ場（約404ha）で土壌調査を実施した結果、合計117ほ場

（約35ha)でＨｓの発生が確認された。

（２）全国調査の結果について

都道府県と連携して、土壌調査を実施した結果、全国で計3,879ほ

場で生育不良の状況に関する調査等を実施し、生育不良がみられたほ

場については、Ｈｓの発生は確認されなかった。

（３）侵入原因対策について

植物防疫所が長野県の協力を得て、Ｈｓの発生ほ場の生産者から聞

き取り調査を実施している旨の報告があった。現段階で侵入原因は特

定されていない。

２ まん延防止対策について

（１）防除対策について

発生が確認されたほ場において、石灰窒素及びD-D剤による土壌消毒

を実施するとともに、次年度における寄主植物の植栽の自粛を求めた。

なお、地温の不足により効果が薄いため、防除を見合わせたほ場につ

いては、次年度の防除適期（地温の上昇時期）に実施予定。
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（２）土壌の移動防止措置

発生地域において、土壌の付着のおそれのある植物、農機具等をほ

場外へ移動させる場合は、洗浄等により土壌等の拡散防止措置を実施。

あわせて、発生地域外に植物体の地下部を移動させる際は、植物防疫

官による移動前検査を実施。検査の結果、本線虫及び土壌が付着した

事例はなかった。

（３）研究について

専門家から報告がなされた。

Ⅱ 検討事項

農林水産省から今後の防除対策について以下のとおり報告し、対策検討

会議で妥当とされた。

１ 今後の防除対策について

発生地域において、Ｈｓの防除のため、防除適期（地温の上昇時期以

降）に石灰窒素及び土壌消毒を実施するとともに、土壌等の移動制限及

び生産物の地域外への移動にあたって、植物防疫官による検査を実施す

ることが必要。

２ 今後の調査等について

Ｈｓの発生範囲を特定するため、これまで行った発生状況の調査は、

現在取り得る調査として専門家から妥当と判断された。今後の調査につ

いては、発生地域周辺にどの程度広がっているかを確認するとともに寄

主植物を連作している全国の産地において調査を継続することが妥当と

された。なお、妥当な調査点数等は今後検討する。

また、侵入原因を特定するための調査は、植物防疫所及び長野県が協

力して実施しているが、今後専門家も参加した侵入原因特定チームを設

置して調査することとされた。

Ⅲ 今後のスケジュール

追加調査、侵入原因の分析、防除技術の検証結果を踏まえ、３月を目途

に第３回対策検討会議を開催し、検疫措置を検討することとされた。


